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広
島
が
世
界
に
誇
る
伝
統
芸
能
「
神

楽
」。
広
島
市
、
三
原
市
、
廿
日
市
市
、

安
芸
高
田
市
、
安
芸
太
田
町
、
北
広
島
町

か
ら
神
楽
団
が
集
ま
り
、
各
地
域
に
伝
わ

る
神
楽
を
披
露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
に
勇
壮
な
神
楽
ば
や
し
と
華
麗
な
舞
を

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
時
❖
9
月
24
日（
土
）12
時
～
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
（
第
1
部　
12
時
30
分
～
14
時
、
第

2
部　
16
時
～
17
時
30
分
）

9
月
25
日（
日
）10
時
30
分
～
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
（
第
1
部　
11
時
～
12
時
30
分
、
第
2

部　
14
時
30
分
～
16
時
）

場
所
❖
広
島
駅
南
口
エ
ー
ル
エ
ー
ル
地
下

広
場
（
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
か
ら
徒
歩
1
分
）

入
場
料
❖
無
料

　

平
成
29
年
成
人
祭
（
第
2
部
）
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
の
企
画
・
運
営
な
ど
、
自
分

た
ち
の
成
人
祭
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
き
っ
と
思
い
出
に
残
る
成
人
祭
に
な
る

は
ず
で
す
。

応
募
資
格
❖
平
成
8
年
4
月
2
日
～
平
成

9
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

申
し
込
み
❖
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ

※
平
成
29
年

成
人
祭

は
、
来
年

1
月
8
日

（
日
）13
時

か
ら
海
田

公
民
館
で

開
催
予
定

で
す
。

　
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
（
吹
奏
楽
）」

の
合
同
演
奏
へ
の
個
人
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

日
時
❖
11
月
6
日（
日
）13
時
～
（
9
時
30

分
リ
ハ
ー
サ
ル
開
始
予
定
）

参
加
条
件
❖
海
田
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

で
、
当
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
参
加
で
き
る

人
（
楽
器
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
❖
9
月
30
日（
金
）ま
で
に
電
話

で
海
田
町
音
楽
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
）
ま
で

○
今
月
の
一
般
公
開
日

日
時
❖
9
月
4
日（
日
）、
8
日（
木
）、
18

日（
日
）、
22
日（
木
）10
時
～
16
時

見
学
料
❖
無
料
（
事
前
申
し
込
み
は
要
り

ま
せ
ん
。
直
接
裏
門
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

　
町
内
か
ら
広
く
募
集
し
た
絵
画
、
写
真

お
よ
び
工
芸
品
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
た

美
術
展
で
す
。

期
間
❖
9
月
10
日（
土
）～
25
日（
日
）

9
時
～
17
時
（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

※
9
月
12
日（
月
）、
20
日（
火
）は
休
館

で
す
。

場
所
❖
ふ
る
さ
と
館
2
階　
企
画
展
示
室

入
場
料
❖
無
料

※
詳
し
く
は
、
海
田
町
民
文
化
振
興
会
事

務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
❖
9
月
10
日（
土
）18
時
30
分
～
20
時

場
所
❖
ふ
る
さ
と
館
1
階　
研
修
室

出
演
団
体
❖
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
タ
ル
ギ

タ
ー
「
森
田
浩
司
」、
篠
笛
「
凛
華
」、
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
「
橘
高
優
士
」

日
時
❖
10
月
2
日（
日
）14
時
（
13
時
開
場
）

場
所
❖
広
島
市
安
芸
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

大
ホ
ー
ル

出
演
団
体
❖
海
田
鼓
童
子
、
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｉ

Ｋ
Ｏ
凛
華
、
和
太
鼓
集
団
「
打
～
Ｄ
Ａ
Ｇ

Ｏ
Ｎ
～
魂
」、
和
太
鼓
ユ
ニ
ッ
ト
「
蘭
菊

～
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｉ
ｋ
ｕ
～
」、
安
芸
府
中
奏

作
太
鼓「
楽
打
家
」、「
慈
音
」―
じ
お
ん
―
、

ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ 

ｄ
ｒ
ｕ
ｍ 「
和
☆
Ｒ

ｏ
ｃ
ｋ
」、和
太
鼓
集
団「
三
次
童
心
太
鼓
」

海田町公式ホームページ　携帯電話版
http://www.town.kaita.lg.jp/mobile/

海田町フェイスブック運用中！
アクセスはこちらから
http://www.town.kaita.lg.jp/

問

旧
千
葉
家
住
宅
一
般
開
放

生
涯
学
習
課

☎
8
2
3ｰ

9
2
1
7

蕭
8
2
3ｰ

9
2
5
6

問

お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ

（
長
谷
川
）

☎
０
９
０ｰ

３
８
８
０ｰ

２
２
４
７

問

成
人
祭
実
行
委
員生

涯
学
習
課
内

☎
8
2
3ｰ

9
2
1
7

蕭
8
2
3ｰ

9
2
5
6

問

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

合
同
演
奏
個
人
参
加
者

海
田
町
音
楽
祭

実
行
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
）

☎
8
2
3ｰ

9
2
1
7

蕭
８
２
3ｰ

9
2
5
6

　児童生徒の登下校時の安全を確保するため、地域の皆
さんが見守りボランティア活動を実施しています。７月
22日に、海田南小学校に
て、地域の安全を支えて
くださる皆さんへ、児童
から感謝の手紙や歌が贈
られました。なお、町内
の他小学校については、2
学期以降に行う予定です。

地域の見守りボランティアの皆さん、
「いつも見守ってくれて、ありがとう」

学校安全ボランティア感謝の会

　先月14日、海田小学校区自治会連合会主催　「町制施行60周年
記念事業　盆踊り大会」が開催されました。
　音楽と太鼓の音に合わせて踊る輪の中に続々と加わる来場者の
皆さん。慣れた手つきで優雅に踊る人、教えながら一緒に踊るお
ばあさんとお孫さんなど、思い思いに盆踊りを楽しんでいました。
　会場で地域の人とお話する人や、三世代で参加する人も多く、
盆踊りを通してさまざまな交流が行われました。

盆踊りで広がる地域の輪
町制施行60周年記念事業　盆踊り大会

▲感謝の気持ちを伝えました

学校安全ボランティア
学校教育課　☎823−9216　蕭823−9256

　登下校中の子どもの見守りをする学校安全ボランティ
アを募集します。
活動内容◆登下校中の時間帯と下校後の子どもの見守り
です。活動希望者の可能な場所・時間帯で行います。
申し込み◆随時、学校教育課（加藤会館２階）または各
小中学校で受け付けています。（帽子と腕章を貸与しま
す。また、希望者はボランティア保険に加入できます）

問

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

第
10
回
海
田
町
美
術
展

海
田
町
民
文
化

振
興
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
）

☎
8
2
3ｰ

9
2
1
7

蕭
8
2
3ｰ

9
2
5
6

問

ひ
ろ
し
ま
神
楽
の
日
2
0
1
6

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

「
神
楽
」
ま
ち
起
こ
し

協
議
会
事
務
局

☎
0
8
2
6
ー
４
２
ー
5
6
1
2

蕭
0
8
2
6
ー
４
２
ー
4
3
7
6

問

海
田
町
町
制
施
行
60
周
年
記
念

第
10
回
海
田
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

海
田
鼓
童
子

（
長
谷
川
）

☎
０
９
０ｰ

３
８
８
０ｰ

２
２
４
７

　この協定では津波または大雨発生時における
緊急的な浸水から住民の生命を守ることを目的
とします。
　８月１日株式会社ガイナコーポレーションと
町で避難施設に関する協定を締結し、ガイナステ
イツ海田市駅前（窪町２番10号）を津波・浸水
避難ビルとして指定しました。いつ襲ってくるか
分からない津波や大雨などによる浸水害に備え
るとともに、もしものときは、避難場所・避難
ビルを目標に、早めの避難を心がけてください。

津波浸水に備えて
津波浸水避難ビル協定調印式

　大規模な災害が発生、または発生する恐れがある場合
において、被災者に食料、飲料水、生活必需品などの供
給が円滑に行えるよう、流通備蓄の体制強化・拡充を図
ることを目的として、８月19日に株式会社植田商店・
業務用食品スーパー海田店（月見町10番５号）と災害
時における支援協力に関する協定を締結しました。今回
の協定では、食料品などの供給だけでなく、店舗の一部
を一時避難所として提供していただくことになっていま
す。大規模な災害が発生、または発生する恐れがある場
合において、早めの準備・避難の心構えをしましょう。

いざという時のために
災害時における支援協力に関する協定締結


